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本研究では，上述したこれら二種類の特殊な腰髄前角運動ニューロン群に対する Substance P (以下 S
P) ニューロンの支配及びSP の入力を受ける樹状突起について検討を行った。
[方法]
実験にはSprague←Dawley系成熟雄ラットを用い，正常および， (a)胸髄 (Th 6 -8 )の半切(b)胸髄












腰髄上部 (Ll- 2 )の前角細胞群で特に豊富に集まる s p (陽性)線維が認められたのは，前角のほ





腰髄下部で特異的な SP線維入力を示した部位は，骨盤横紋筋を支配する dorsolateral (D L) の腹









明に減少していたが，前述の L1-L2前角中央部の CM及びL6 のDL ・ DM腹側の前角細胞群に分
布する特異的な SP線維群には著変は認められなかった。













髄前角細胞群と Substance P (S P) 含有線維の関係を，ラットを用い形態学的に検討した。これら特
殊前角細胞群には) S P含有線維が豊富に分布し，しかもこの線維は他の前角細胞群とは異なり，脊髄
固有ニューロンに由来することを見出した。本研究は，この特徴的な SP含有線維が自律機能に関与す
ることを示唆しており，学位論文に値するものと考えられた。
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